
三菱電機は、再生可能エネルギー
(再エネ)電力の複数拠点間での自己託
送(※1)や蓄電システムの最適な運用
により、拠点ごとの脱炭素化目標の達
成を支援する独自のクラウドサービス
型ソリューション「マルチリージョン
EMS(エネルギーマネジメントシステ
ム※2)」を用い、異なる3つの電力エ
リアの4拠点をつなぐ大規模な社内実
証を2024年3月から2年間の予定で実
施する。

製造業においては、サプライチェー
ンに対して使用電力の再エネ100％化
やCO₂削減を求める動きが高まってお
り、将来は工場など「拠点単位」での
脱炭素化目標の達成が事業を継続する
うえで重要になると考えられている。
また、2021年に国連主導で創設さ

れた国際イニシアティブ「24/7 Carbo
n Free Energy Compact」(同社は202
3年に加盟)が提唱する、24時間・365
日、1時間単位の電力消費量に合わせ
てカーボンフリー電力を100％供給す
るという概念(24/7 Carbon Free Ener
gy)は、国際社会において徐々に浸透
し始めている。
今回三菱電機は、四国電力エリアに

ある受配電システム製作所(香川県丸
亀市)と関西電力エリアにある系統変
電システム製作所 赤穂工場(兵庫県赤
穂市)、電力システム製作所(兵庫県神
戸市)および中国電力エリアにある福
山製作所(広島県福山市)の4拠点を、
「BLEnDer DEP」(※3)によりリアル
タイムで連携し、デジタルツイン上で
「マルチリージョン EMS」の社内実
証を行う。
この実証では、拠点ごとに異なる再

エネ導入量・目標再エネ比率に対して、
電力エリアが異なる拠点間での再エネ
自己託送に必要な技術(再エネ予測、

需給計画、電力取引、蓄電システム運
用)の性能評価を行う。また、受配電
システム製作所には太陽光発電設備や
蓄電設備を増設し、赤穂工場との間で
実設備を用いたエリア間の再エネ自己
託送運用業務の検証を通じて運用実績
を蓄積していくとともに、実運用での
課題に対するさらなるソリューション
拡張に向けた技術・機能の高度化を図
る。
同社は、今回の社内実証で得られる

成果を活用し、E&Fソリューション
(※4)としてさまざまな企業に提供す
ることで、カーボンニュートラルの実
現に貢献する。

これまで三菱電機は、電力市場向け
に「再エネ発電・需要の予測」、「電
力計画の作成・提出」、「電力の取引
支援」や「再エネ・蓄電システムの制
御」などの機能を有するパッケージ型
ソフトウエア製品「BLEnDer」シリー
ズを展開し、国内で高い導入実績を上
げている。
マルチリージョン EMSは、電力市

場向け「BLEnDer」にマルチリージョ
ン型デジタル電力最適化技術を組み合
わせた需要家向けクラウドサービス型
ソリューションとして開発。需要家
(企業)が自社拠点ごとに脱炭素化目標
を管理することを可能とし、自己託送
による拠点間の再エネ価値移転と環境
価値証書(※6)調達計画の最適化や再
エネ・蓄電システムの最適制御を実現
する。再エネ価値管理においては、将
来の炭素税などの導入や24/7 Carbon
Free Energyの考え方が広がることを
想定し、30分単位での算出、送電ロス
考慮、蓄電システム内の再エネ価値色
分け(※7)など厳密な環境価値管理に
も対応している。

社内実証では「BLEnDer DEP」で

四国電力エリアにある受配電システム
製作所と関西電力エリアにある系統変
電システム製作所 赤穂工場、電力シ
ステム製作所および中国電力エリアに
ある福山製作所の4拠点の需要・再エ
ネ発電量などの情報をリアルタイムで
収集し、再エネ電力の拠点間自己託送・
蓄電システム運用などの全体最適化の
効果や、拠点ごとの脱炭素化目標に対
する運用計画の精度を検証する。
また、受配電システム製作所へ太陽

光発電と蓄電システムを追加導入し、
異なる電力エリア間での自己託送を実
施し、複数拠点での実運用業務を検証
(2024年度中に開始予定)する。
さらに、マルチリージョンEMSの運

用実績の蓄積と技術・機能の高度化に
取り組んでいく。

脱炭素化に取り組む企業に対して、
太陽光発電や蓄電システムなどの設備
の最適な導入量や投資回収計画のシミュ
レーション結果とともに、社内実証を
通じて得られた自己託送運用業務の知
見や実績を踏まえたソリューションを
提供することで、本製品の技術・機能
の高度化を進めていく。
さらに、受配電システム製作所にお

いて、マルチリージョンEMSを含む省
エネやO&M(※5)の技術確立に向けた

実証を進め、カーボンニュートラルの
推進と安心・安全な設備運用、経済合
理性を満たすエネルギー最適化に総合
的に応えるE&Fソリューションとして
さまざまな企業に提供する。

■用語の補足
※1：電力会社が保有する配電ネット
ワークを利用して、自社発電所で発電
した電力を自社内の別の需要拠点に送
電する仕組み。
※2：マルチリージョン https://www.
MitsubishiElectric.co.jp/news/2022/0
420.html
※3：BLEnDer(ブレンダー)は、同社
が開発した電力取引と需給制御を総合
的に扱う電力市場向けパッケージ型ソ
フトウエア製品のシリーズ総称。BLE
nDer DEPはBLEnDerシリーズのうち、
家庭用・産業用機器の通信プロトコル
に対応した多種多様な分散型電源の管
理・通信連携を行う製品で、IoT(Inter
net of Things)プラットフォーム基盤
と分散型電源用端末から構成される。
DEPはDigital Energy Platformの略称。
※4：Energy & Facility(エネルギー&
ファシリティ)ソリューションの略称
※5：O&M(オペレーション&メンテナ
ンス)の略称、再エネや省エネなどの
機器・設備の運転の維持管理や保守保
全の業務を指す。

(資料提供：三菱電機)
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異なる3つの電力エリアの4拠点をつなぎ、
再エネ電力や蓄電システムの最適運用検証

■三菱電機URL→ https://www.mitsubishielectric.co.jp/
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